⑤　各タービンのスチーム使用量

１）一定使用量

出力変動の少ないタービンでは、ほぼ一定量と見なしてよい。

２）出力により使用量が変化

出力変動の大きなタービンでは、性能曲線などから使用量の変化を把握する。
圧縮機用の蒸気タービン予想性能曲線の例
	出力

720 KW
	回転数

436/4330 rpm
	初蒸気圧力

4.14 MPag
	初蒸気温度

385℃
	排気圧力

0.93MPag
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